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革新的ウイルスフリー種苗生産技術
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データ引用元 https://www.yasainavi.com/graph/worlddata/item=potatoes
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順化

0.1～0.3mm
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クリーンベンチ作業 人工気象器 ウイルスフリー種苗
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MS medium
調製濃度 使用量 最終濃度 使用量

[mg/100mL] 1/2MS[mL] 1/2MS[mg/L] 1/2 +2.5Mesos[mL]

A NH4NO3 8250 10 825 10

B KNO3 9500 10 950 10

C CaCl2・2H2O 4400 10 440 15

D KH2PO4 850 10 85 15

H MgSO4・7H2O 3700 10 370 15

E MnSO4・4H2O 223 10 22.3 10

ZnSO4・7H2O 86 8.6

CuSO4・5H2O 0.25 0.025

F H3BO3 62 10 6.2 10

KI 8.3 0.83

Na2MoO4・2H2O 2.5 0.25

CoCl2・6H2O 0.25 0.025

G FeSO4・7H2O 278 10 27.8 10

Na2-EDTA 373 37.3

ビタミン ニコチン酸 500 1 5 1

ストック 塩酸ピリドキシン 50 0.5

塩酸チアミン 300 3

寒天 寒天 ― 8.0g 8.0g/L 8.0g

ショ糖 砂糖 30g 30g/L 30g

pH 5.7

容量                              1L

Vitamin Nicotinic acid

Thiamine

Pyridoxine
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Cryopreservation

USDA Corvallis OR
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Acta Physiol Plant (2015) 37:1-10

In Vitro Cell.Dev.Biol.—Plant (2015) 51:648–658
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Figure ２. Shoot length, dry weight, leaf size, 

and leaf colour of ‘Nishiyutaka’ on increasing 

mesos concentrations. Data represents 

mean±standard

error (SE). Different lowercase letters 

represent statistically significant differences 

(p≤0.05), n=10.

Figure 1. Samples of harvested 

plantlets of ‘Nishiyutaka,’ cultured on the 

following media: A: 1.0× Murashige 

and Skoog (MS), B: 1.5×MS, C:

2.0×MS, D: 2.5×MS, E: 3.0×MS.
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ウイルスフリークローン苗

成長点 in vitro（試験菅増殖） マイクロチューバー作製 増殖

増殖

長島町
配布

＜現在の種苗生産方法＞

＜革新的低エネルギー種苗培養システム＞

増殖

配布

成長促進培養法

増殖

原種

農水省 種苗管理センター １１道県
農水省

植物防疫所
毒：安全性

原原種?

ウイルスフリークローン苗

増殖？

（北海道・宮崎・長崎）
線虫被害？

期間短縮による低コスト化

ウイルス感染・線虫感染リスク
ジャガイモ品質低下

×
直接
植える

ウイルスフリー
種イモ生産

ミニチューバー作製基本種
原原種

採種
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発芽・発根力の違い
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クローン苗 培養苗？

発芽？

種芋？

＜従来法＞

基腐病汚？

栽培？
種芋滅菌機 ７０％減？

＜革新的種苗生産法＞

クローン苗 切返 切返

(クローン苗) 切返 切返

200円／本

3年

5000円／ポット

サツマイモが地球上から消える日が来る！？
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・革新的種苗生産技術（さつまいも編）

クローン苗 切返 切返
50本？ 500本？1本

研究課題
・in greenでの増殖技術の確立
（ジャガイモ種苗のように１本が１００本以上になるような技術開発）
温度？
光？
ミネラル×、植物ホルモン×

増殖要因？

／1本クローン苗当たり
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M式 

長岡技術科学大学開発 

革新的種苗生産技術 通常 

真冬

真夏

冷房暖房・人工光源（LED）施設不要

慣行法枯死！

慣行法
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実用化に向けた課題

現在、ジャガイモ種芋については、実用化レベル研究開発は
実施済。バイオスティミュラント技術により、植物病を防ぐ
完全無農薬ジャガイモ生産技術を実証試験中

サツマイモに関しては、色素系遺伝子発現について、基礎的
研究を実施中（MASP STEP1 原田隆大）。

今後、更に実験データを取得し、重要特許を複数取得する。
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種芋、サツマイモ種苗等 ウイルスフリー種苗 販路を確立
している企業、あるいは一緒に世界展開を進めていただける
企業との共同研究を希望。

また、農業分野への世界展開を考えている企業には、本技術
の導入が有効と思われる。

企業への期待
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本技術に関する知的財産権

発明の名称 ：栄養繁殖性植物の増殖方法および栽培方法

特許番号 ：特許第7652408号

出願人  ：長岡技術科学大学

発明者  ：牧 慎也
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産学連携の経歴

2022年度 MASP STEP1事業に採択 牧 慎也

2026年度 MASP STEP1事業に採択 原田 隆大

2028年-   大学発ベンチャー設立予定
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お問い合わせ先

長岡技術科学大学
産学連携・研究推進課知的財産係

TEL 0258-47-9279

E-mail patent@jcom.nagaokaut.ac.jp
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